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1．はじめに  

近年、工場靡水やし尿、家斉ふん尻など陀よる水質汚濁の公望か社会的忙も人々の縄心をひく  

よう匠在ってきた。家晋のふん尿の処理及び基礎研究に幽する歴史は浅く、未だ未解決の分野が  

きわめて多い現状に多る○  

家畜のふん尿処理忙は各種の方法がとられているが、現在生物学的な処理、すなわち嫌気性処  

群法及び好気性処理法忙よるものが大部分である。  

後者の高級処理方法の一つに、好気性微生物を利用した活性汚泥方式があるが、本法は砺＋頭  

当り一万円以上という施設箪を婁し、食お、ふん尻を含めて2D倍以上の希釈水が必要であり、  

また施設の運転、とく忙汚泥の状態の管理には専門的な知靴と技術が必要で季阜○そこで本試験   

は施設費の軽減、運転、管理の簡略イ払 および希釈水の節約等をならって、l野索剤添加による消  

化試験をこころみた。   

2．実験方法と操作   

（1）実験装置  

豚ふん尿合繊械味気の後2時間静置し、上澄液を実験装僚忙移した。園－1は実験装置及び  

付属器具である。  

位）供試材料’  

配合飼料にエって飼育されてぃる豚の新鮮糞尿（排泄後2時間以内のもの）を採取」これ   

をふん尿1：1の割合で混合し、5倍希釈にしたもの（原汚水）を約2時間の磯城曝気の後、  

2時間静燈しその上澄液を供試汚水とした。理化学的性状は襲－1てある。   

6）添加試薬（有機眉分隊促進剤）  

辞素剤A：某社の酵素剤であ少、とくにし尿処理忙使用されていて、防臭、スカムの崩吸．  

堆肥の熟成忙有効である。本製剤中の酵素の種類は、繊維分解酵乗としてセルラーゼ、キシ  
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図－1 実験蓑脛及び器具  
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表－l o供言工汚水釘葦化学的性三大  

原 汚 水   併読 汚水   

近 視 鑑  

PH   エ0   7.2  

5   C〇Dppm   2885   2 501   

4   BODppm   99 ∈10   5 7 55   

】d・，52・5  d 921   5  SSp叩  

テーゼ、ベクチナーゼ、炭水化物分解酵素としてα一アミラーゼ、S－アミラ→ゼ蛋白粟分  

解酵素として中性プロテ7－ゼ、アルカリ性プヲチアーゼ、脂肪分解狩素としてリパーゼを  

含んでぃる0その他微生物とレて、嫌気性細菌、好気性細軌 また辞系、微生物の作用を強  

力陀発挿させるための無水デキストローズ、緩衝斉t」安定剤等か配合されてぃる。   

酵素剤追：米国某研究所で研究発表された土讃薗の一種てある。この酵素剤は防臭力が大き  

く、し尿を成熟発酵させ、とく忙堆肥発酵托は大きを効力があゎ、一種の好気性歯である。  
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以上2種類の好気性微生物を含有した酵素剤を使用した○  

体）実験方法と操作   

ふん尿混合比を1：1とし、実験の目的によカそれぞれ5借、7倍、10倍、15とした0  

5倍希釈した汚水を通気忙よぅ2時間煉械健気を行ない、賛塊を破砕し汚水を均一なものとし  

：た。さらにこれを2時間静置の後サイフーォ■ンの原理を用い、．ゴム管によ．少責額装置忙移した。  

こ汚水豊は曝気掛の有効転職から15βとした。磯雲卜隼卦けや送風飢，■1・2β／minとし、温  

喜庭は590～55℃とした0P・H・は7－8の範挺であっ亀これらの諸条件を一定にし∴醇嶺  

て斉臆窪母ずつ添加し、擢気息行売った0酵素剤Aはとく控添加後2日目位から酵素作用が表面   

化するという某社のデ¶クーから戸：二途気開始後24時間目から汚水の分析を行なった昌分析は透  

視度、PII、COD、軍苧、．苧．OD等について釆施し、、CODは高温法（帽制定の家畜ふん   
良汚水の試験法）によ㌻則窟した。  

6）実験区  

簑十2 ：冬実裏表区に計ける培塞と鱒紫蘇加畳  

験区－2   実験区－5   

×1D   ×15   
T  

5  
実験区－2の右側は  

〇・02：  由窮周Jl％  占0メッシュの金銅  
0．D5   0．0う0．2  で固液分靡した分舵  

ロ．5  汚水に対する添加壷  
鱒素剤‾‘‘由 ％   5  

2 2 1  2   5  である。  

A  
攣索剤（）％  0．口2  

l．  

無  添  加   0   0   0   0  

爽戯区は表2に示すエうに区分しそれぞれの実験区忙鮭添加の対照撼を設けて、比較した。   

をか表中の数字は有効汚水容畳15β忙対する添加パーセントである。  

5．実験成績  

自）実験区－1  

酵素剤A、Bを上記めよう忙添加」無添加を対照区とした。24時間、48藤間、72時   

間噴気の後、C ODとSSについて」無感加と酵凛剤A添加の数値を比較すると、Aの方が   

72時間の値が148ppmと滅少したが、CODについては大差がない。  
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宏一5  ≡婆嬉た区－1の成蛮  

汚水  24時間  48時間  72時間  
希釈水蓬  

い洋索剤％  尿侵）  ケ公且 ノNひム⊥  SS   COD   SS   OD■SS  

A  〔）月5   1，0215  1，0215  12，857  15（β）  702  ddd  592  18（；  448  14∈∋   

1，〇215   1、0215  12．857  15   889  ddO  87．7  522  
8   

2   1．0215   1，0215  12β57  15  820  ！仙4                       7d2  572  715  21d   

無添加  1．0215   1，0215  12，由57   15  4d  d40  212  485  208  

※ 数字の単位はppmである。  

辞乗剤Bと無添加を比較すると、COl〕、SSともに、添加区少除去率が低く、その効果が   

認められなか？たo   

e）実験区－2  

表－4嶋（1）実験区－2の成績  

糞尿（1：1）  座水  24時間】   1 48時間  72時間  
酵素剤％  希釈永盈  

糞（1くg）′■尻膠）  ‘捻畳                COp▲  SS   ■ごOD   SS   COD   S由   

A   0．02   8＿75   0．75   15．5（β）  15（∂）  d51  25d  458  224  555   1d2  
p・05   D．75   D．7き   15．5（の  15泌  d5る′  59d  555  21∈i  441   142   

B   0．75   0．75   15．5略）  15（の  752  55（i  d42  220  599  19d   

甘  0，D2  

＋ ロ   

0．75   口．75   15．5（β）  15（の  7d4  5dO  74d  5口4  549  520   

無添加  0．75   0，75   15．5（の  15（の  724   5〔】d．  4Bl   18d  524  180  

※ 表中の数字の単位はppmである。  

酵素剤Aと無添加の浄化効果を対比してみると、CODの効果は両区とも似た経過をたどっ   

た。また∴SSの除塵勅森厳無添加区◆セ48時間と72時間でdppmの差であるが、Aの   

0．C29ら添加区セd2ppm、0．05％添加区で7dppmと塞が大きく、とも托減少を示し、浄   

化効果のせさっていることを示している。酵素剤B添加区は無添加区と差があま少ない。なお   

AとBの併用添加瞳Ⅵ應ける無添加との差はCOl）、SS共作無添加の効果なむしろ下・まわっ  

ていた。   

β）実験区－5  

群衆剤Bと無痙加区との時間的経過における分析値は、COD、S Sとも忙、ほとんど変化  
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表一占  実験区－5の成績  

2 4 時間  4 8 時間   

奄尿（1：1）  
希釈水龍  汚水総意   

分析項目  分析項 目  
群衆利率  

糞（kg）尿（の  C OI）   SS   COD   SS   

D．5   0．5   D＿5  14．0（．の   1←   4 4 5   2〔）2   4 5 7   124  

∋  5   D．5   0．5  14．0・   15【   44る   14 2   4 5 5   115  

5   0．5   D．5  1ヰ・0   4J14   17 0   4 5 4   15 0   

無添肌  0．5   D．5   1孔0   15   44 2   18 2   455   112  

薫この表中の数字の単馴よppmである。  

がみられをい。  

4 試験結果表らぴに考察  

（1）p王i  

供試汚水のpI柏、酵素剤A、Bを各実験区佐一定量ずつ添加し・たが、変化はみられず各実   

験区とも7～8の範囲であった。  

但）透視慶  

各爽験区とも供試汚水の透視慶は0であったが、処理後の上建水は、美醜区－1壮0．5～1．0   

実験区－2は0．5－1．5突験区－5は2．0～2．5であった○各実験区匠共通なことは、酵素剤  

Aを使用すると透視鑑は良くなかった。これは離肇剤Aに含有されている分解酵素忙よって、   

紙維等が分解され、汚水中に溶解せたは浮遊してくるものと考えられる。酵素B添加の場合と   

無添加との差はほとんどをかった。  

6）S．S  

画一2は各実験区のSSの状態を〆ララで示したものである。実験区－1Kおムては、酵碩  

剤Aの効果が顕著にみとめられた。すなわち24時間味気で“dppmであったものが、48   

時間後には18占ppm′、72時間後作は1r48ppmと減少した。酵素B添加は72時間後にお   

いて210ppm胤後痘示し、群衆剤Aとの羞はおよそ70も■如であ■ムた。   

′ 実験底二2にふいては、酵素剤A添加のもめと無添加のものとの差はSSの除去率について   

その効果か認掛られる■が、砕米A、■B併用は浄化効果が凄く、48嘲後忙おける減少借上少  

72時間後托はむしろ上昇傾向さえみとめられた。  

実験店－5のB酵素剤添加ては24時間、48時間後の差が余少なく、酵素剤の浄化効果は   

ほとんど認められなかった0以上の実験結果からいえることは各実験を鞄じて酵素剤Aおよぴ  
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王ちの添加忙より防炎効果はかを少敦著なものが認められたが、酵素剤Aの単独添加では、短時  

間の好寓性処嘩で、COD、BOD値を下げることはむずかしぃと考えられる。しかし渡鮭の  

高い汚水のSSを滅少させること媒可能と思われる。酵素剤ムの単独添加忙よる好累性処理で、  

浄化効果を期待することはむずかしいことであろうと思われる。せた酵素剤A、Bの併用添加  

忙よる浄化効果も姫得でき孜かった。   


